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日常的世界の光景

一風景・Ｓｃ"s・人間一

SpectaclesofEverydayWorld

-Landscape，Sc》zs，ａｎｄｔｈｅＨｕｍａｎＢｅｉｎｇ－

山 岸 健＊

TbL化e8ﾉZiYbW)MZgi8hi

Sevenaspectsortopicsofthispapeｒａｒｅａｓｆｏｌｌｏｗｓ：（１）everydaytempora］spacialworld

(2)ｔｈｅｈｕｍａｎｂｅｉｎｇ（３）everydayworld-experiences（４）landscape,ｔｉｍｅ,ａｎｄplace（５）Paris：

LaSeine（６）scl2s（７）understandingSeurat,slandscapepainting・

Travellinglife-longcourseeverybodyisexperiencingthesocialandalsovariouslandscapes･

Inasenseeverydaylife-worldislandscapeworldasweUassocialworld･Ｉｔｈｉｎｋｅｖｅｒｙ‐

ｄａｙｌｉｆｅｉｓｎｏｔｏｎｌｙｓｔａｒｔｉｎｇｐｏｉｎｔｂutaIsofocusandfieldofSociology・Understanding

everydaylifeisprimarythemeofmySociology，ｓｏけれ'jαノァｏｗｄＯ／ｄａｉｂ,／i/1Fisincentral

partofmysociologicalperspective･

ＩｎｔｈｉｓｐａｐｅｒＩｍａｙｒｅｆｅｒｔｅｍｐｏｒａＩｓｐaciaIperspectivesofeverydayworld・Ｆｒｅｎｃｌｌｓｅｊｚｓ

ｉｓａｋｅｙｗｏｒｄｉｎｍｙｐａper．

太陽も死もじっと見つめることはできない。

ラ・ロシュフコー

(ま激しいカーヴを描きながら流れていくのである。地図

を見るとはっきりと分かるが，ラ・セーヌはさまざまな

曲線を描きながら流れていき，大西洋に達する河なので

ある。パリからこの流れが河口に達するまでのほぼ中間

の地点にある河畔の都市，それがルーアンだ。かつてユ

ゴーが人類の天井，その屋根から立ちのぼる煙は，全世

界の思想，と呼んだパリ（『し・ミゼラブル』)，またパル

ザックが大海原（『ゴリヨ爺さん』)，絶えず利害の嵐にか

きみだされる広漠たる畑，社会的自然，地球の頭（『金色

の眼の娘｣）などと呼んだパリ，こうしたパリはこれま

でいつもラ・セーヌとともにその姿を人びとに見せつづ

けてきた都市なのである。パルザックはパリを社会的自

然と呼んだこともあったが，彼ぱ人びとの人生というド

ラマと生活のドラマがそこで演じられるステージとして

パリを見ているのである。パルザックの場合，人間喜劇

という言葉には深い意味がある。視点のとり方尼よっ
●●●

て，′くりのさまざまな都市像が浮かび上がってくるが，

ここではパリを〈日常的世界〉として理解して，〈社会的

世界>，〈風景的世界〉というパースペクティヴでパリを

人間がなにがしかの価値をもつとすれば，人間が行

動の舞台装置として，風景よりももっと遠くに死を

もつことである。

グルニエ

われわれにとってもっとも重要なあのごとの様態

は，その単純さと平凡さによって隠されている。

ウィトゲンシュダイン

パリ，ラ・セーヌの流れにはいくつかの島がある。市

の中心部にあるパリ発祥の地，シテ島，隣接するサンー

ルイ島，そしてはるかに下流にあるグランド＝ジャット

島……。市の中心部ではセーヌ河はほぼ直線的に流れて

いるが，エッフニル塔を左手に見るあたりでこの流れは

左方向にゆるやかにカーヴし，セーヌ河ばその先の方で

＊塵忠義塾大学文学部教授（社会学）
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見るアプローチに注目したいと思う。こうしたパースペ

クティヴやアプローチ，〈日常的世界＞を主題化する視
●●●●

点，これらlこよって，こうした方法で，日常生活，その

光景とステージ，その様相がクローズ・アップされてく

るのである。人びとの暮らしが営まれてきた土地や場所

は，そこで生きている人びとにとっては宇宙的自然とひ

とつになっている環境世界という様相を呈してきている

はずだが，人生の旅路を歩みつづけている人びとそれぞ

れの生活史と一日，－日においては，日常的体験の領野

であるこうした世界は，〈日常生活の世界>，〈日常的世

界＞として立ち現われているのではないかと思われる。
●●●●●●●

平凡な日常生活／rｉｔ'iαノァＣｌ《)2㎡ｑ／‘αｉｌｙﾉ砿という言葉

があるが,こうした生活には数々のドラマとエピソード，

ふだんはほとんど見落とされているのだが，気をつげて

見るなら窪，注目に価するような出来事，事象，事柄な

どがさまざまなかたちで見られるのである。日常生活か

らスタートする，あく童でも日常生活に照準を合わせた
●●●● ●

社会学，人びと力!そこで生きている意味世界，誰も力:そ
●● ●●●●●●

二に生まれて，いつも！そこで社会生活を営んでいる
●●●●●●●●●●●●

<日常的世界>，こうした世界の理解と人間存在の理解を

めざす社会学のパースペクティヴとアプローチに注目し

たいのである。誰もが日常生活の主体なのであり，日常

生活のなかで生きているのだから。外から世界を展望し

ている人などいないのだから。人生のドラマの，また，

世界＝劇場のステージの観客に踏み留まっていることが

できる人は見られないはずだから。私たちばく日常的世
●●● ●●、●

界〉に，人びとのなかに，人びとのあいだに生まれるの
●●●●●●●●●●●●●●● ●

であり，さまざまな風景のまっただなかで，人びととと
●●

もiこ人生の旅をつづけているのである。生きながら存在

する（オルテガ）私たちにとって，人生の旅路の場面，

場面はいつも多かれ少なかれ問題含みの状況となってい

るのであり，私たちの誰もが人と人とのつながりと交わ

り，さまざさなコンタクトと結びつき，いろいろなｒｅ．
●●●●●●

lationshipmembershipの７hEかで，意味の網の目のさ
●●●●●●

なかで，たがいiこ手を取り合いながら，現実の構成，世
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●

界の構築，アイデンティティの構築と維持，自己実現，
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

生活設計，居住空間と生活空間のjill出，コスモスの形
●Ｇ●■●●●●●●●

成，時間と空間の秩序づけ．.…･などに取り組みつづけて

いるのである。人びとが生きてきたところであるなら

ば，また，日常生活がくりひろげられてきたステージで

あるならば，世界の片隅のいずこであろうと，私たちに

驚きを与えないようなところばないのである。街路も，

街角も，広場も，路地も，住居も，屋根裏部屋も，窓辺

も，河岸も、さまざまな建物，建築物も，壁も，窓も，

第３６号１９９３

街路樹も，キャフェも……私たちの目をとらえて離さな

いのである。さまざまな空間や場所が，また，時間が，

そしていろいろな風景が，人びとの日常生活と人生の旅

路を理解するための有力な手がかりとなっていない場合

はないように思われる。都市空間，さまざまな土地や場
●●●●●●●●●

所は，ことごとく人びと力！そこで生きた，人生を旅した
●●●●●

〈世界〉だっﾌﾟ<二のであり，人びとにとっての日常的な現
● ●●●●●●●●●●●●●●

実だったのだ。人間は意味のなかにおいてでなければlま
●●●●●

とんど片時も生きることができな(,､ような実存的主体な

のである。他者も，風景も，自分の生活史も，自分の生

や身体も，実存の領野に入っているのだ。

オルテガ（Jos60rtegayGasset，1883-1955）は「私

は，私と私の環境である」といったが，彼は周囲にある

ものの意味の探究を主張したのである｡Ｄオルテガによ

れば，起の周囲にひろがる現実の領域は私のペルソナの

形成に関与しているのであり，こうした領域があってこ

そ私はまさしく全体的に私自身でありうるのだ（オルテ

ガ，アンセルモ・マタイス，住を木孝訳『ドン・キホー

テに関する思索』現代思潮社，１９６８年，２５ページ－２６

ページ，ドン・キホーテに関する思索，原著刊行，1914

年)。あらゆる実在がそこに姿を現わしたり，そこに湧き

出たりするところの，境界づけられている震えるような
●●●●

範域，こうした範域こそ根本実在である生だった力:，オ

ルテガはこのように理解される生を個人がそこではただ

対話者でしかないような－つの対話と見たのである。こ

の場合，話相手は周囲にあるもの，風景なのである。私

たちの日常的体験において明らかなことだが，誰もが自

分の身体によって，自分自身の身体をとおして，時間的

で空間的なく日常的世界〉に住柔ついているのであり，

また，こうした世界に属しているのである。社会的世界
●●●●●●●●

も，風景的世界も，時間的で空間的な様相を呈している

ことは明らかだ。人間庭ついても，場所についても，こ

うしたことがいえるのである。制度としての時間も，い
●●●

わゆる生も，また，記憶も私たちの体験領域に入ってき

ているのである。ジンメルが気づいていたように，生に

は社会的なひろがりが見られるし，私たちの生活史や生

には人びとの生活史や他者がいろいろな影を落としてい

るが，人それぞれにおいてアイデンティティが注目され

るときには，自分の身体や記憶とならんで人と人とのつ

ながりや結びつきrelationshipmembershipなどlこ感

たちは目を向けなければならないのである。人間はつれ
●ＣＤ● ●●

にいまとここに姿を見せているが，その存在と実存は時

間的な文脈において，時間という視点から，理解されな

ければならないのである。時間と空間をどれくらい深〈
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●●●●● ●●

触れることだとし､えるだろう。身体はどのような点から

見ても座標原点であり，根源的空間，世界の軸なのだ。

メルローーポンティは身体を世界への投錨，意味的な

核，などと呼んでおり，サルトルは身体を観点の観点，

などと呼ぶ。ヴァレリーは身体を参照の道具，確実性の

比較原基｜現在時の時計，などと見ている。人間は第一
●●●●●

次的に，また，恒常的に身体的存在だが，こうしたこと

は，私たちが自然に深く根をおろして生きてきたことを

示すものといえるだろう。だが，人間が身体的存在にす

ぎないのではないということは明らかなことだ。人間は

精神的で自己反省的な実存的主体なのであり，ジンメル
●●●●●●●●●

の場合であるならば，人間とは限界なき限界的存在（こ

の点{こおいてジンメルは人間を生そのものと見ている)，

慰めを求める存在，客観的動物，交換的動物なのであり
●●●

また，マックス・シェーラーにおいて【よ，人間は否をい
●●●●

えるものなのである｡サルトル(よ人間を存在の無，存在

欲求として理解している。人間についてはあまたの見解

が見られるのであり，私たちにとっては，それらのいず

れもが意義深い見方だが,いささか痛切ではあるものの，

もっとも深いところで人間をとらえた見解としてば，人
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

間を死への存在，命に限りがある状態で大地Iこ住まう者

として理解したハイデッガーの場合を挙げないわけには

いかないだろう。命に限りがある，といういい方睦あま

りにも自明ないい方だが，このことをはっきりとおさえ

ておかないと，人間存在を根底的に理解することはでき

ない。ヘイデッガーーによれば，現存在（人間存在）の存

在のなかには，すでに誕生と死に関して「あいだ」が存

在しているのであり，事実的な現存在は生まれたまま実

存していて，死への存在の意味でも，すでに生まれたま

ま死ぬのである（ハイデッガー，桑木務訳『存在と時間』

下，岩波文庫，昭和３８年，１３６ページ，第２編第５章

第７２節)。大地に住まう，といういい方は建築}こかかわ

る考察において示されたものだが，建てることと住まう

ことには一貫したつながりが見られるのである。ハイデ

ッガー（『存在と時間』１９２７年）よりも約十年ほどまえ
●●●●●

に，ジンメルは死を包む生について論じていたのであ

る｡2）
●

〈日常的世界＞は人びとの誰も力?唯一の個人としてそ
●● ●●●●●●

こに生まれて，そこで，いつも，人びと力２人と人とのま

ことにさまざまな出会いと別れ，再会，いろいろなコン
●

タクトと交わり，／ミラエティに富んだ人と人との縁やつ
●●●

ながりのなかで生きているような世界だが，基本的iこは

私たちがいつもさまざまな役割演技や自己呈示などをお

こないながら，個人ではあるものの，社会的なひろがり

広くきめこまやかに体験するか,〈日常的世界＞をいかに

してバラエティに富んだ仕方で理解するか，どのように

して自明性を打破していくか，自覚して人生を生きてい

くためには，こうした事柄に目を向Iナなければならない
●●

のである。驚きを体験することがなかったら，私たち自

身の存在感はしだいに失われていくことだろう。異邦
●●●●

人・外国人のまﾌﾞj:ざしが必要となるのである。

パリに生き生きとした表情を与えているもの，それが

なかったとしたら，パリの都市空間がたちまち混沌とし

た様相を呈するのではないかと思われるもの，それが

ラ・セーヌだ。さまざまなかたちをとりながら，また，

それぞれの地点でいろいろな風景を生み出しながら，パ
●

リを貫流してし､るこの一筋の水の流れやさまざまな橋lこ

よって，パリの空間表情はゆたかに彩られているのであ

り，パリの都市空間は明確に方向づけられているのであ

る。いいかえれば，はっきりと意味づけられているの

だ。セーヌ河によってこうした都市空間の全体，さまざ

まな界隈，コーナー，スポットなどのいずれもが秩序づ

けられているのである。さまざまなかたちで人びとの手

が入っているパリはこの水の流れによってカオスの状態
●●●●

から救い上げられて，まさに独自のコスモスとなってし、

ることはまちがいない。ニリアーデが述べているように

住居や都市を築くということは世界の創建ともいうべき

営みなのだが，こうしたことはシテ島からスタートして

今日の姿を見るにいたったパリについてもいえることな

のである。パリはセーヌの流れから生まれたのである。

この流れこそパリでもっとも中心的な都市軸となってい

るのであり，人びとの目はつねにセーヌ河に注がれつづ

けてきたのだった。パリの人びとはセーヌ河の上流から
●● ●●

下流'二向かって，右手をセーヌ右岸，左手をセーヌ左岸

というのである。注目さるべきフランス語がひとつあ

る。－s"1ｓという言葉だ。この言葉にはいろいろな意
●●

味があるが，端的にいえば，Sc'２ｓにIま意味という意味
●● ●●●●

も，方向とl`､う意味もあるのであり，意味一方向なので

ある。方向とならんでつぎつぎにつぎのような言葉が浮

かんでくる。たとえば，視点，パースペクティヴ（遠

近・眺望・視野)，アプローチ，距離，高さ，角度･…･･こ
●●●●●●

うなると私たちの視野Iこ入ってくるのI土，風景そのもの

なのだ。風景には私たち自身の身体が深く関与している
●●●●

のであり，まなざし力:クローズ・アップされてくるが，

風景的世界は視覚領域をはるかにこえたひろがりを示し

ているのである。私たちの日との体験の原点にあるのは
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●●●●●●

のなかで，意味のなかで生きているこうした世界{よ，人

の生死が重要な出来事として報じられたり，さまざまな

生死がクローズ・アップされてくるような世界なのであ
●●●●●●●●●●

る。〈日常的世界〉は人の生死を中心としてかたちづく

られつづけているのだといっても過言ではないだろう。

生きている人びとが私たちの日常生活の場面ではつぎつ
●●●●●●

ぎに目に入ってくる力!，どのような人でも死者をも含ん
●

ださまざまな人びとのなかから姿を見せてし､るのであっ

て，社会的世界はつねに歴史的な様相を呈しているので

ある。命に限りがある状態で，死を包んだ生をみずから
●

生きながら，人生の旅路を歩二Aつづけている人びとの日
●●●●●●● ●●

常的な存在様相とこうした人びとが生きている世界から

私たちは目を離すことはできないのである。人生を生き

るために，一日，一日を生きていくために人びとがはら

った努力，人びとによって試みられた，企てられた工

夫，生活の技術と方法，人びとによって苦心の末に編承

出された生活の知恵，生活の諸概式……こうしたものに

目を向けることがなかったら，私たちはきめこまやかに

社会的世界の様相と人びとの暮らしの場面と展開を理解

することはできない。誰もが身体的に存在しながら，社
●●●●●●●●

会と文化を存在の次元として，また，宇宙的自然の深I`、

ところで，自分自身であることを期しながら，人生の旅

路を人びととともに進染つづけているのである。道ゆく

人びとの姿lこ目を向けながら，ゴールにいたりつくこと
●●

ではなく，そのプロセスに注目して，人がたどる方向力：
●● ●●●●

意味をもってし､るのだ，といったのは，人間を住まう者

として理解したサンーテグジュペソだった（『城砦』1948

年)。人間にとっては事物のもつ意味は家のもつ意味に

したがって別様になるのだ・道路，大麦の畠，砂丘の稜

線は，それらがひとつの領域をかたちづくるか否かによ

って，人間にとって異なったものになるのである。住ま

うことによって生活空間，初めのうちはとりとめのない

ような状態でひろがっていた空間が秩序づけられていく

のである。砂時計の砂がこぼれ落ちていくような状態で

いたずらに時が過ぎ去っていくことは，誰の場合でも耐

えがたいはずだ。サン＝テグジュペリはこうした時間の

様相に気づいており，そこで空間における住居にあたる

ものが，時間における祭式だ，といったのである。住居

や祭式によって空間や時間はきちんと意味づけられる－

秩序づけられるのである。ｓｅ"ｓに彼の目がゆきとどい

ているのである。空間と時間にきちんと方向性を与える

こと，それらを構造化すること，生た，中心，あるいは

中心にあたるものを築き，拠点をかため，軸をかたちづ

くり，そうすることによって，身のまわりやあたり一帯

第３６号１９９３

を方向づけること，こうしてコスモスを構築すること，

展望の中心を設けて，見とおしをつけること……こうし

たことが人びとが生きていくために恒常的に必要とされ

たのである。いずこの土地や場所を見てもいえることだ
●●●●●●●

し，私たちの身辺や私たち力:現実に具体的に生きている

く日常的世界〉に目を向けるならばただちに了解される

ことだが，人びとの日常生活と人生の旅路のいずれの場

面においても，時間と空間が放置されたまま，というこ

とばなかったといってもよいだろう。人びとにとっては

いつも他者やさまざまな人びとのことが気にかかってい

たはずだが，時間や空間にも人びとの注意が向けられて

いたのである。人びとが日常生活を営みつづけてきた生
●●●●●●●●

活のステージは時間的空間的世界とし､う様相を呈してい

たのであり，いつの時代においても，いずこにおいて
●●●●●●●●●●●

も，人びとは時間と空間に住みながら，それぞれの時代
●●●●

を生きるとともに，みずからの人生を生きつづけたので

ある。誰もが時間と空間を自分の身に引き受けるという

状態で，世界に身を乗り出しながら，一日，一日を生き
●●●●●●

たのだった。自覚しながら人生を旅するとし､う態度が人

間に見られたはずだが，人びとの日常的体験には時間も

空間も，人びとや他者も，さまざまなシンボルや道具
●●

も，風景や場所も入ってきて↓､るのである。人生を生き
巳

るということは，そうしたそれぞれを自分の身に引き受
●

けながら，さまざまな人びとやあのや世界にたいして働
●●●●●●●●●

きかけつづけていくと１，､うことなのである。人生の日々

一日一日をどのようにして充実させるか，どのように方

向づけていくか，意味づけていくか，自己実現のチャン

スをどのようにして手に入れるか，人と人との交わりを
●●●●

どのようにして意義深いものiこするか，有意義な一日，

人生……こうしたことが日常生活の場面で私たちにとつ
●●●●●●●●

て生活の課題とならな（,､はずはない。日々の行動や行為
●

に理念や思想や信条や哲学が，さまざまな関心事や目標

や希望が，人生観や世界観が，また，時間や空間や場所

が，風景や風景的世界が，他者や人びとが，personａ仮

面が，服装が，人それぞれの生活史やアイデンティティ

……などが入ってきているのである。私たちが生きてい

る世界はプラークシス（行為・実践）とポイニーシス

（制作・創造）の世界なのであり，また，誰もがサインと

シンボルの世界で（デューイ），道具世界で（ハイデッガ
●●●●●●●●●

－)，人びとのなかで，そのつど現実を構成しながら，日
●●●●

常生活を営んでいるのである｡3）し､ま，ここを中心とし
●●

て（人それぞれの身体}こ注目せよ)，時間的で空間的な

社会的世界も，風景的世界も，ざまざ蛍な仕方で秩序づ

けられているのである。日々の暮らしの場面と人びとの
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日常的な行動と行為庭注目するならば，社会を世界構築

の企て，生涯にわたる体験として理解することができる

ことは（バーガーの場合)，当然のことといえるのであ

る｡日常生活とく日常的世界>，また，〈意味世界>……そ

れらの諸様相が生活者のパースペクティヴをふまえてさ

まざまな角度から，さまざまな距離で，多様なスタイル

で，学際的な方法でクローズ・アップされてきたところ

にも，現代の社会学の展開様相の一端がうかがえるので

ある。社会学は多次元的なパラダイムの科学となってき
●●●●●●●●●●●●●●

ているのである。日常的現実，生活史，日常的体験，実
●●●●●●●●●●

存的な人間の存在様相，こうした事柄が，社会学のジャ

ンルに見られる現象学的なパースペクティヴや実存的な

パースペクティヴにおいて，ヒューマニスティック・パ

ースペクティヴにおいて，照らし出されるようになって
●●●●●

きている｡`)私たちの日々の生活に，日常生活に，〈日常

的世界〉に社会学の根があることを疑うことはできない

だろう。平凡な日常生活trivialroundofdailylifeを

〃ｉＵｉａノなものとして見ているようでは，社会学は始ま

らないのである。社会学を意識の一形態として見るなら

ば（パーガーハ自明性に疑いをかけ｜仮面をとりはずし

て真相を究明したり，舞台裏を見たり，トリックを見や

ぶったり，身辺や見なれた風景を異邦人・外国人の目で

見たりすることが，必然的に要求されるのである。視点

によってさまざまな現実がある。視点はパノラマをつく

り出す，といったのはオルテガだったが，現代の社会学
●●●●●■● ●●●

においては，事象そのものへ（プッサール)，世界・内・
●● ●●●●●●

存在（'､イデッガー)，考えるな，見よ！（ウィトゲンシ
●●●

１ダイン)……また，はるかにさかのぼるならば，汝自身
●●●

を知れ（デノレポイの神殿の銘）も，そして社会学のスタ
●●●●●

_トの時点での忘れられてはならなし､言葉，予見するた
●●●●

めに見る（コント)，こうした言葉，言葉が，それぞれに

独自の視点として，方法として，態度のとり方として注

目されねばならないのである。
●●

いたるところiこなんとさまざまな場所が見出されるこ

とだろう。イタリアを旅したとき，ゲーテはそれぞれの

土地にどのような人間的世界が築かれていたか，注目し

ている。私たちば，いま，あくまでも日常生活とく日常
●●●●●●●●●

的世界〉にアプローチしながら，土luと場所と人間を，
●●●●●●●●●

時間と空間と風景を全体的な文脈で具体的lこ，また，理

論的にゆたかなひろがりにおいて理解していきたいと思

う。モンテーニュは自分の姿がそこに映って見える鏡と

して〈世界〉を理解している。事象そのものへといい，
●●●●

意識の志向性を準拠点として，生活世界につし､ても言及

したフヅサールのアプローチとペースペクティヴ（意識

としての生のヘラクレイトス的流れ)，現存在の本質を

実存として理解し，方向を定めることと距離を除き去る

ことを見まわしによる配慮の働きと見て，こうした視点

からも現存在を理解しようとしたハイデッガー，また，

ハイデッガーの人間存在（現存在）の日常的な存在様相

といわゆる日常性へのアプローチ，要するにフッサール

やハイデッガーの視点とパースペクティヴ，アプロー
●●●●●●●●●●●●

チ，方法によって，生活世界，身体，人間存在，実存，
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

日常的体験，日常生活，日常性の主体，人間の日常的で
●●●●●●●●●●●●●●●●●｡●●

実存的な存在様相，ＥＩ然，文化的形象，言葉，道具，生
●●●● ●●●●●●●●●●●

きられた（体験され】ﾊﾆ）時間と空間，生と死，生涯，生
●●●●●●

活史，意味世界･….．など力:，クローズ・アップされてき
●●●●●●

たのである。′､イデッガーIま人間存在を共同相互存在，
●●●●● ●●●●

死への存在として理解し，現存在の存在を関心（配慮的
●●

関心……）と見たが，不在(士共同相互存在の欠如的様相
●●●

としてとらえられたのだった。ある人力:いないというこ

とは，人と人とのつながりと関係において理解されるの

である。ハイデッガーは誰ででもあるとともに誰ででも
●●●●●●

なし､ような日常性の主体をくひと〉ｄａｓＭａｎと

呼んだが，こうした彼のアプローチにも注目したい。あ

るとき，彼はｄａｓＭａｎは社会学に提供される景品のよ

うなものではない，と述べているが，社会学のジャンル

では，このｄａｓＭａｎにあらためて注目することによっ

て，〈日常的世界〉の様相と人間の日常的な存在様相を

日々の生活の現実と時代状況をふまえて考察していく必

要があるように思われる。人間社会と社会的現実を日常

的体験にそくして，〈日常的世界〉と人間存在というパー

スペクティヴで理解していきたいものだと思う。日々，
●●●●●●●●●● ●●●●●

かたちづくられてし､く現実，日常的体験の方向づけ，意
●●●●● ●●●●

味のなかで深く生きてし､る実存的な生活主体，人それぞ
●●●●●●●

れの生活史とアイデンテ,イティ，時間，空間，場所．風
●

景・…..}こ注目していきたいと思う。

●●●●●●●●

〈日常的世界＞を社会的世界として理解することは私

たち自身の日々の暮らしの場面で容易なことだが，こう
●●●●●

した社会的世界にも，また，サルトルカ《いう人間的空間

(2`'ｚｅｓｐａｃｃ肋I'"αj'０）にも，風景や場所や空間や時間が

まことにさまざまなかたちで入ってきているのである。

サルトルは現前している（この世にある，生きている）

人びとの関係領域を人間的空間と呼んだが（『存在と

無』)，この言葉はホドロジー空間（レヴィン)，いわば

生活空間，行動空間という言葉とつながりをもっている
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のであり，こうした人間的空間という場面にコンプレー

のふたつの散歩道スワン家の方へゲルマントの方へ

(マルセル・プルースト『失われた時を求めて』）が姿を

見せているのである。こうしたサルトルがいう人間的空

間にふたりの人物が登場している。ビニールとテレーズ

だ゜ビニールは現前してはいるものの，不在なのであ

る｡5）ふたつの散歩道に沿って，それぞれの社会的世界

が存在していただけではなかった。スワン家の方へと

呼ばれていた散歩道Iま平野の風景と平野を渡る風が体験

されるコースであり，また，反対方向に向かうゲルマソ

トの方へと名づけられていた散歩のコースはヴィポー

ヌノⅡに沿って進んでいく道筋であり，川の風景と睡蓮の

花畠の風景などが楽しめる，かなりの距離の道だったの

だ。異なる方向lこ向かってふたつの風景的世界が展開し
●●●●●●●

ているのである。プルーストは私たちIニコンプレーの社
●●

会学（傍点，筆者）という言葉を残しているが，彼は人

と人との多様なかかわり，社会的な花束（プルースト，

人びとの集まりをさす)，社交界の生活と様相などにつ

いてまことに綿密な文章を害き綴っている。人びとの行

動，態度，意識，感情生活のさまざまなアスペクト，日

常生活の場面と情景……などについてきわめて詳細な記

述が試ぶられているのである。プルーストの小説は社会

学の原資料といった様相を呈しており，社会的世界と風

景的世界についての劇的な報告書と呼ばれても少しも不

自然ではない作品といえるのである。アドルノは，文学

と人生に懸かれている点においてパルザックの後継者だ

ったプルーストは，招かれて社交界に出掛けるたびに甦

った生から胡麻を開いて見せられるような思いを味わっ

た，と述べている。アト・ルノの記述だが，プルーストは

上流社会の絵図を退廃期特有のパターンに従って描き出

すのだが，そのパターンは大筋において社会の趨勢と一

致していることが明らかになるのである（アドルノ，三

光長治訳『ミニマ・モラリア傷ついた生活裡の省察』

叢書・ウニペルシタス，法政大学出版局，１９７９年，２５３

ページ－２５４ページ，107ルレペニースは，『失われた時

を求めて』は，パルザックの『人間喜劇』と並んで，社

会学的分析にはうってつけの近代における最も重要な小

説作品であるかもしれない，といい，プルーストの形象

は室内の形象と結びついている，という。それはべりの
●●●●●●●●

セーヌ右岸Iこあるオスマン通り１０２番地の部屋なのだ。

亡くなった伯父からそれを相続した彼はその部屋の改造

を企て，あまりにも有名な話だが，コルク樫でその部屋

を完全に内張りさせ，外界の騒音を遮断するようにした

のだった。そうした部屋でプルーストはあの稀なる大作
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に取り組んだのである。レペニースは，プルーストにお

いては，室内空間は－小説においても人生において

も－〈世界〉をふたたび獲得しうるような起点として

のひとつの場となる，と述べている。レペニースが見る

ところでは，室内は倦怠を記述するための中心点である

だけではなく，メランコリックな感覚の場所でもあるの

だ（レペニース，岩田行－，小竹澄栄訳『メランコリー

と社会』叢毎・ウニペルシタス，法政大学出版局，１９８７

年，１６４ページ，１６６ページ)。
、●

部屋，それI±私たちにとって，自分の家とならんでほ

とんどもうひとつの自分の身体にもひとしいものであ

り，小宇宙と呼ばれてきた人間に劣らず，まちがいなく
●●●●

独自のコスモスとし､えるのだ。自室であればこうしたこ

とはもちろんのことだが，ひとたびその部屋がなじゑの

場所となるならば，どのような部屋でも，私たちはそう

した部屋から立ち去りがたくなるのである。プルースト

やパルザックを読んでいると，彼らがほとんど部屋を主

題として筆を執っているのではないかと思いたくなると
●●●●●●●●

きがある。部屋と人間と日常生活をBlI々に切り離すこと
●●●●●●

など考えられなし､。部屋の社会学がクローズ・アップさ

れてくるのだ。マルセル・プルースト（MarcelProust，

1871-1922)の『失われた時を求めて』の第二篇につぎの

ような文章が見られる（『プルースト全集２失われた

時を求めて第二篇花咲く乙女たちのかげにＩ」井上

究一郎訳，筑摩書房，１９８５年，１４９ページ)。

スワン家の人たちの日常生活にとって魂の肉体にた

し､する関係にもたとえられるこの部屋，その特異な日

常生活が展開されているこの部屋で，よその人たちと

はまるでちがった時間をスワソたちが過ごしているそ

の時間について，私がこれまで形づくってきたあらゆ

る思考は，家具の位置，カーペットの厚み，窓の向き，

召使のつとめぶりといったものに，親しく接するよう

になって－そのたびにいたるところで私を混乱さ

せ，とまどわせながら－新しく排列され，混成され

るのであった。

プルーストはパルベックのホテルの部屋をはじめ，い

ろいろな部屋を『失われた時を求めて』に登場させてい

るが，そのようにして人間と人びとの暮らしを描きつづ

けたのである。部屋はそこで生活している人自身にもひ

としいのである。テキストでない部屋はない。

プルーストの別な作品には注目さるぺきところがある

(『プルースト全集１３ジャン・サントゥイユ１m』保苅
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瑞穂訳，筑摩宮房，１９８５年，３７２ページ)。 －ジュ（B61aBalAzs,1884-1949)だった。映画ではクロ

ーズ・アップ|こよって－つの顔がスクリーン全体に広が

ると，数分のあいだ顔がく全体〉となり，ドラマはその

中に含まれる，とパラージニはいい，こうして彼はク巨

一ズ・アップをより深いまなざし，映画のポエジーと呼

んだのである。クローズ・アップによって主要なものや

重要な意味を持つものが黙ってl借示されるのであり，描

かれた生はそれによって同時に解釈されるのである。パ

ラージュによれば，監督のなすべきことは，風景の眼を

見つけることなのである。風景の情緒，事件の情緒，人

間の情緒のいずれにおいても，そうした情緒の表現はあ

る場面のみごとなクローズ・アップによってこそ可能と

なるのである。ベラージニは，さまざまな瞬間（Augen‐

blick）は，眼（Auge）の表情豊かなまなざし（Blick）を

もっている，と述べている（パラージュ，佐々木基一，

高村宏訳『視覚的人間一映画のドラマツルギー－』

岩波文庫，１９８６年，７９ページ，８２ページ，８６ページ，

９０ページ，９８ページ)。ペラージュばクローズ・アップ
●●●●●●● ●●●●●●●

を映画のポエジーと呼んだが，私ﾌﾟﾋﾆらは社会学のポエジ
●

－という言葉を用いてｽLたいと思う。社会学|こおいてク

ローズ・アップされてくるのは人びとの日常生活の場面

と光景，人と人とのあいだでの出来事，〈１１常的世界＞の

様相，社会生活，共同生活の局面，人間存在，いろいろ

な世界の片隅，生活空間，時間，場所，風景……もちろ

んグループ・ライフmembershiprelationship……部

屋，街路，街角，広場，キャフニなどなのである。空間
●●

においても，時間においても，恒常的'二ｓｅｊ２ｓ意味一
●●

方向力《問題となってくるのである。科学における概念を

方向として理解し，方向こそ創造的な行為であり，それ
●●

は風景のなかに意味を引き入れることだ，といったのは

サンﾆテグジュペリ（AntoinedeSaint､Exup6ry，1900-

1944)である（『サンニテグジュペリ著作集４手帖』宇佐

見英治訳，みすず書房，１９６３年，１０４ページ)。環境世

界を固有の風景として眺めることができるようになった

とき，人びとは落ち着き場所を得たといえるかもしれな

い二だが，日常的な風景は次第に視界から消えていくも

のだ。そうしたときでも，風景が目印でなくなってしま

うということばないだろう。地図は風餓に根ざしたもの

だが，私たちはさまざまな地図や風景をよりどころとし
●●●●●●●●

て，目印から目印へと行動してし､るのである。人びとそ

れぞれに自分の生活史や記憶，日常的体験と－体となっ
●●●●●●●●●●●●●●

たメンタル・マップや原風景，心象風景など力:あること

はまちがしない。こうした地図や風景は人それぞれのア

イデンティティの中枢に入ってきているのではないかと

土地のさまざまな場所はまた人間でもある。その個

性は非常に強烈だから，そこから引き離されると死ん

でしまう人もいる。

(中略）

大聖堂の生命の或る時刻は眼に見えなかったり，霧

がそこを訪れたりして，そんなときは誰にも近寄れな

いが，そうした時刻もまた美しい。

『ジャン・サソトゥイユ』のなかの「レヴェイヨン侯

爵のモネ」と題された文章に見られるものだが，この大

聖堂についての文章が始まる前のところで，プルースト

は川の情景と風景について数行の文章を書いているが，

もちろんモネの絵を念頭に置いてのことだ。天候と時刻

に応じて土地の表情はさまざまに変わるのである。場所

の個性とその表情のゆたかな変化を思い浮かべながら，

プルーストはここに見られるような文章を書いたのであ
●●●

る゜プルーストは場所に深い関心を示している。彼のさ

まざまな文章，作品から明らかなことだが，それぞれの

場所はたがいに切り離された状態にあるといってよいほ

どパーフェクトに個別的であり，それぞれに個性的な様
●●●

相を示しながら厳然とそこIこあるのだ。人びとはそうし

た場所にたいしてさまざまな思いを寄せ，ときにはなん
●●

としてでもその場所を訪れようとするのだ。場所，それ
●

は個性的７kE人間，個人の顔そのものなのである。

プルーストとラ・セーヌ（同書，２３０ページ，つかの

まの高揚)。－｢コンコルド広場につくと，マドレーヌ

寺院が眼に入った。それから寺院の入口で早くも香でも

焚かれているように，円柱の前に紫色の水蒸気が見え

た。かれは廻り道をしてコンコルド橋まで行った。セー

ヌ川そのものがすばらしい生命にほころび，船が何面を

裂きながら幾筋もの緋色の血管を浮き出させ，まばゆい

光のなかに貴重な水煙を舞い上らせると，水煙は散った

まま黄金の深淵のなかへでも落ちるように落下した｣。

ここでは私たちはセーヌ右岸の特定の場所と風景，そし

てパリの顔ともいうべきラ・セーヌを見ている，体験し

ているのである。セーヌ１１１をほとんど主人公にして小説

を書いたことがある人'こジュリアン・グリーンがいる。

パリはセーヌ河にあるのだ。
●●●●●●●

クローズ・アップーたとえば口のまわりの人目1こつ

かぬ線条を発見し，この芽の中から新しい人間が生まれ

でて顔全体の上にひろがってゆくさ主を眺めるのが，ほ

かならぬ映画の面白さなのだ，と述べたのはぺう．ベラ
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風景が生まれることは私たちの日常生活の場面で体験さ

れてきたことだ。人波にもまれて道ゆくとき，また，キ

ャフェテラスで街頭風景を眺めているとき，私たちばつ
●●●●●●●●

ぎつぎにくりひろげられる生｡〔れたぱかりの風景を体験

することになるのである。パリ，サンーミシェル界隈や

サンージェルマンーデープレ界隈でつぎつぎに生まれた
●●●

街頭風景にセーヌ左岸のパリ風景を見ることができたこ

とはまちがいない。都市空間は人びとの動きや光と陰な

どによっていつもつぎつぎに新たな風景が生まれるとこ

ろでもあるといえるだろう。空間表情や場所の様相は天

候や時刻によって刻奇と変わる場合もあるし，急激に変

わることもある。風景には時間が入ってきているのだ。

風景は空間と場所の，また，時間の様相そのものだが，

風景体験のなかばは時間体験といえるのである。風景と
●●●●●●●●

はその場所をして唯一の限定されﾌﾟﾋﾆ場所たらしめている
●●●●●●●●●●●●●●

ところの，宇宙的空間の，大地の，人間存在の，また，
●●●●●●●●●●●

人びとの暮らしの時間の様相であり，表情なのだ。
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思われる。故郷での日々，幼時の日々，こうした日々に

ついての記憶や旅体験などは，さまざまなmember‐

shiprelationshipなどととも}こそれぞれの人びとをそ
●●

の人自身たらしめているのである。ヴァレリーは，「趣

は旅行する，地図を手にして－あるいは，私は同時に

地図を作ってゆく」と述べているが，そのとおりだと思

う。ヴァレリーは現在を磁化させるという記憶の働きに

注目している。－「一般に，記憶は死であるよりは

むしろ生である｣。「人間を－つの実体たらしめるのば

記憶である｣。（『ヴァレリー全集カイエ篇４身体と身

体・精神・外界感性記億時間」筑摩書房，１９８０

年，１６４ページ－１６５ページ，１５４ページ，記憶，松浦

寿輝訳)。ヴァレリーは，「時間は－永遠の現在であ

る」と述べている（同杏，２３９ページ，時間，佐々木明

訳)。制度としての時間，明確に刻まれる時間があるが，
●●●●●●●●●

時間体験や人間的時間もある。砂時計や日時計や懐中時
●

計などさまざまな時計がある｡0）日が昇り，日が沈む。
●●

－日がある。夜明け，日中，黄昏時，昼と夜･･･…さまざ
●●● ●●

主な光と影が体験される。太陽u眉lきで時間を理解するこ

とはできない。時間というとき，クローズ・アップされ

てくるのは，宇宙と大地と一日，人びとの日常生活，人

間，風景，また，光と影，方位と方向……などなのであ

るｏ

「グランド＝ジャット島の日曜日の午後｣，いうまでも

なく絵画史上，あまねく知られた作品だ（1884年－８６

年，カンヴァス油彩225×340ｃｍ，TheArtInstL

tuteofChicago,CAicago)。ジョルジューピエール・ス

ーラ（GeorgePierreSeurat，1859-1891）はセーヌ河に

あるこの島に姿を見せたさまざまな年齢，さまざまな服

装の人びと，いろいろなカップル，思い思いの個人など

を印象派の画家たちの手法，描写方法とは異なったスー

ラ独自の技法とスタイルで制作している。セーヌ河風

景，生活情景，生活風景……風景画，風俗画などと呼ば
●●●●●●●●●

れてもよ（`､ようなこの絵は，世界と人間，日常生活，人
●●●●●

生とその旅路がクローズ・アップされてくる作品なので

ある。生活世界，〈日常的世界>，社会的世界，風景的世
●●●●

界，こうした世界の諸様相，さまざまな人間模様，人ぴ
●●●●●●●

とがかたちづくっている図柄と人間的空間力:私たちの眼

前に浮かび上がってくる。グランド＝ジャヅト島の樹

木，木立，緑一杯の地面。セーヌ河，その水面。はるか

向こうの河岸，ヨット，小さな蒸気船，何人もで漕いで

いるレガッタ用のポート，一人乗りの釣り舟（?)。セー

ヌ河に背を向けてラッパを吹いている人がいる。画面の
●●●●●●●●●●●●●

中央にはこちらに１句かつて進んでくるパラソルを手にし

た婦人と子どもが描かれている。水際で釣りをしている

婦人がいる。画面，右はじに描かれているセーヌ河の水

面を眺めている立ち姿のカップルは有名だ。そのほかさ

まざまな向きの人びと，一人の人，二人連れ，数人一緒

といった感じの人びと･･･…動物もいる。人びとのポー

風景的世界はパノラマ的な展望にすぎないのではな

く，生活する私たちにとっては，人生の旅路なのであ

り，行動の場であって，さまざまな目印が見出された

り，また，さまざまな印がつぎつぎにつけられたりする
●●

現地，日常生活のステージなのである。人びとはこれま

でさまざまな風景をつくりだしたり，築いたりしてきた

のであり，そうした風景のなかで人びとの出会いと交わ

り，日常生活が体験されてきたのである。自然の恵承と

人間の営みが交わるところに姿を見せている風景がどん

なに数多いことだろう。自然そのままの風景と人びとの

手が入っている風景が対照的に見られる場所もある。人

びとのさまざまな動きや生活の情景がクローズ・アップ

されてくる風景がある。人間こそが風景の中心であるよ

うにも思われる。私たちは人びとの姿をいつも風景とし

て眺めつづけているわけではない。人と人とのあいだに

さまざまなコンタクトや交わりが生まれるのだ。人間的

空間や社会的世界のひろがりが見られるようになるので

ある。こうした空間や世界にざ生ざまな風景が入ってき

て，そのつど新たな風景が生まれるといえるだろう。人

びとの行動やさ雲ざまな生活の情景によってつぎつぎに
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歩いていくと，やがて左手にソルポンヌ広場が現われ

る。大学に向かって左手にあたる広場のとある場所に高

い台座に置かれたオーギュスト・コントの胸像が姿を見

せている｡この胸像，いまはサンーミシェル通りの方を

向いてはいないが，かつてフランスの五月革命の頃に

は，コントの胸像は大学を背にする状態で，この通りの

方に顔面を向けながら，この小さな広場のほぼ中央に置

かれていたのである。広場の様相が変わり，前よりはい

くらかスペースがひろがったように思われる。私は私の

なかを転がる，といったのはモンテーニュだったが(『エ

セールパリで数年にわたって生活し，「巴里心最」など

を私たちに残してくれた九鬼周造は，モンテーニュの人

間学からコントの社会学へと進む歩みを当然のことと見

ている（『人間学』)。フランス哲学について述べたとき，

西田幾多郎はフランス語ｓｅｎｓの独特な意味に言及し，

モンテーニュとともに日常生活と日常的世界がクロー

ズ・アップされたことに触れ，日常的世界が哲学のより

どころ，原点となることを指摘したが，こうしたこと

は，当然，社会学についてもいえるだろう｡”

すでに示したプルーストの文章に「大聖堂の生命の或

る時刻は」とあるが，この大聖堂はモネがその連作を描

いた，セーヌ河畔のルーアン大聖堂なのである。モネは

大聖堂のたたずまい，様相，表情，あたり一帯の雰囲気

をさまざまな時刻に応じて変わっていく光と影，色彩，

色調，大気のなかで描いたのである（パリ，セーヌ左岸

にある，かつての駅舎，オルセー美術館の壁面を飾って

いるモネの大聖堂，連作を象よ)。この大聖堂はモネの

連作においては日時計にひとしいのである。マネとモネ

が異なる視点から描いたサンーラザール駅はセーヌ右岸

にある。パルペヅクいきの列車はまるで洞窟かと思われ

るこの駅から出発したのである（プルースト『失われた

時を求めて』)。パリ滞在時，冬のある日，私たちはこの

駅からルーアンに向かった。いたるところで車窓から

う・セーヌの流れが見えたが，印象派の画家たちの絵が

車窓風景と重なりながら浮かび上がってきたのである。

パリ，そしてセーヌ河，このふたつは印象派の画家たち

によって発見されたのである。

ズ，動き，服装，帽子，持ち物……細かく見ていると，

いろいろな人びとやものが，さまざまな出来事が，ま

た，世界の片隅が見えてくるのである。横向きの顔が目
●●

;こつ〈が，顔の向きはさまざまだ。注目さるぺきはまな
●● ●●●●●● ●●

ざしと人びとの向きとまなざし力:注がれている方向だ。
●●●●

見方によっては，スーラのこの絵はｓｃｊｔｓとまなざしが，
●●●●

人間模様が主題化された絵なのである。光と影のなかで

人間的空間と風俗的世界が大きなひろがりを見せている

が，セーヌ河風景であることはまちがいない。グラソ
●●●●●

ドージャット島に，人びとのあいだに日曜日の時が流れ

ている。当時のパリ郊外の生活情景と人びとの日常生活

の－断面が)11風やこの島の音や匂いとともに体験され

る，独自の世界＝風景，それがスーラのこの絵なのであ

る。
●●

セーヌ河方向'二主なざしを向けている人びとが多い

が，人びとの視点と向き方とペースペクティヴにはバラ

エティが見られるのである。画面の手前には大きな影が

落ちているが，地面には日時計のような影が落ちている
●●●●●

ところもある。この絵でIエラ・セーヌは絵の左手方向か
●●●●●●●●●●

ら右手方向に向かって流れているはずだ。今日，グラン
●●●●

１s＝ジャット島では，方向と向き次第で新たに開発され

たラ・デファンスの風景が体験される。このスーラの絵

をひとつの視点とすることによって変わりゆくパリを理

解することしできるのである。

シテ島，サンールイ島，スーラのこの島。ルソーは身

を隠すようにして，－時，スイスのピニソヌ湖のサンー

ピエール島で心安らかな日とを過ごしたことがあった
●●●

が，その島と近くにあった無人島……いろいろな島力:あ
●

る゜「島であるような人Iよいない｣。ジョン・ダン（John
●●

Donne，1572-1631）の言葉だ。誰もが大陸の一片であ
●●

り，本土の一部なのだ，とダンl土いう｡7）すぺてこの世

は舞台，といったのはシェイクスピア（WilliamSha・

kespeare,1564-1616)だった。彼が残した台詞をたどる

ならば（『お気に召すまま』)，人は誰でもその生涯の時

期，時期に応じて，そのつどさまざまな役割を果たすの

であり，また，誰でも一役演じなければならないのだ

(『ヴェニスの商人』)｡8）こうしたシェイクスピアやダン

の言葉，グランド＝ジャット島をステージとしたスーラ
●●●●●●●●

の絵画世界'まいずれも日常生活の社会学や社会学の多次
●●●●●●●●

元的なパースペクティヴにおし､て，世界理解と人間関係
● ●●●●●

の，また，社会の理解の出発点，起点，注目さるぺき視

点となるものだといえるだろう。

慶順義塾大学，三田キャンパス，赤煉瓦造りのゴシッ

ク風建築，１日図書館の外壁に時計が取り附けられてい

る。一時にあたるところからスタートして，文字盤につ

ぎのような十一文字が刻まれている。飾り文字だ。－

ＴＥＭＰＵＳＦＵＧＩＴ（時は過ぎゆく）十二時にあたると

ころには砂時計がデザインされている。屋外に，しかもパリ，ラ・セーヌを渡ってリサソーミシェルの通りを
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しながら社会を見ているが，ポイエーシス的自己

の営みが特に注目されている．社会の理解にあた

って，西田はデュルケムとタルドのアプローチに

目を向けているが，両者のアプローチの綜合が西

田によって企てられているのである．彼はテンニ

エスにも注目している．『西田幾多郎全集』の各

巻に注目したいが，日常的世界と人間，社会につ

いては，特に７巻，９巻，１０巻，１２巻，１３巻，

１４巻が重要である‘西田は日常的世界を人間の

生と死，行動がそこで意味をもっている歴史的

社会的世界として理解している（全集は岩波書店

版)．

４）こうしたパースペクティヴとしては，筆者はフッ

サール，ハイデッガー，シュッッ，サルトル，メ

ルローーポンティに特に注目している．こうした

人びとの業績の詳細な検討と騰評が必要とされる

のである．

５）サルトルの表現を用いるならば，１人の人間存在

は，場所との関係において位■づけられるのでも

なく，経度や緯度によって位置づけられるのでも

ないのであって，人間存在は，一つの人間的空間

のうちに，たとえぼくゲルマントの方＞とくスワ

ン家の方〉とのあいだに，自己を位置づけるので

ある（『サルトル全集第１９巻存在と無現象

学的存在論の試み第２分冊」松浪信三郎訳．人

文谷院，昭和３３年，１３６ページ，第３部対他

存在，第１章他者の存在，１Ｖまなざし．

』.-P・SartreLetreetlen6ant，Paris：Ｌｉ‐

brairieGallimard，1943,Dix､neuvieme6dition

pp、338-339.

6）絵画のジャンルでは，デ・キリコやダリの絵に見

られる時計について考えてみたい．ジンメルでは

懐中時計だ．

７）JohnDonne，CompletePoetryandSelected
Prose,EditedbyJohnHayward,London：The
NonesuchPress，1946,ｐ、５３８，Devotions、

８）ShakespeareCompleteWorks，Editedwitha
GlossarybyW.Ｊ・Craig，LondomOxford
UniversityPress，１９０５．．．１９６９，ｐ、２２７，Ａｓ
ＹｏｕＬｉｋｅｌｔ，ｐ、１９３，TheMerchantofVenice、

９）「九鬼同造全集第３巻」岩波香店，１９８１年，３７
ページ，人間と実存，１人間学とは何か（｢人間

学榊座ｊｌ人間の哲学的考察，理想社，昭和１３
年，所収)．九鬼は人間を避遁的距離的存在と見
ている．

「西田幾多郎全集第１２巻」岩波谷店，１９５０
年，１９７９年，１２７ページ，フランス哲学につい
ての感想，「思想」第１７６号，昭和１１年１２月．
西田によれば，ｓｅｎｓは一面において内面的，

また，－面において社会的，常職的と考えられる

ものであり，概念に制約されない直感であって，

自己自身を表現する実在，歴史的実在にたいする

senｓなのだ．
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建物の外壁に，というのであれば，本来，日時計がデザ

インされたり，取り附けられたり，ということになるの

だろうが，この場合は，砂時計だ。時は過ぎゆく，砂が

こぼれ落ちるように，というのであれば，砂時計しか考

えられない。日時計にふさわしいのは，光と影であり，
●●

あくまでも太陽，そして向き，方向senｓなのだ。日時
●●●●●

計にふさわしいのはまちがいたく明るし､時間なのだ。プ

ロティノスにその渕源はあるのだが，ゲーテやユクスキ
●●●●

ユルにlま眼と太陽という視点がある｡ヨーロッパの各地

で日時計を目にすることができたが，いま，私はドイツ

のロマンティック街道沿いの都市，ローテンプルクやネ

ルトリソゲンで見た日時計，フランスのシャルトル大聖

堂の日時計，セザンヌの故郷，南フランスのニクスーア

ソープロヴァソスの日時計などを思い浮かべている。日

時計といってもさまざまで，パーソナルな日時計もあっ

たようだが，日時計にいかにもふさわしいのは，太陽と
Ｂ●●●

人びとのまなざし，建築物や壁，広場７h:どなのである。

ゲーテは市民の目的にかなう第二の自然，建築をこのよ

うに呼んでいる（『イタリア紀行』)。目で見て確かめる

こと，それがゲーテの方法だった。

ある日，建築家，谷口吉郎と彫刻家，イサム・ノグチ

がそろって三田の山（大学のキャンパス）にやってきた

ときのことだったが，イサム・ノグチは谷口吉郎に向か

って，ここはアクロポリスだ，と叫んだのである。ＴＢ

ＭＰＵＳＦＵＧＩＴも，砂時計も，アクロポリスの言葉であ

り，時計なのだ。このアクロポリスには日時計はない。

だが，この丘に太陽の光が注ぎ，さまざまな影が見られ

るときには，いたるところが，日時計の文字盤にひとし

い場所になるのである。私たちは砂時計や日時計に人び

との人生の旅や日常生活を見ることができるのである。

注

1）オルテガのこうした見解に影を落としているの
は，ユクスキュルだと見てよいだろう．

2）ジンメルの場合には，生の哲学とならんでレンブ
ラント輪が注目される．′､イデッガーについて

は，つぎの文献による．

MartinHeideggerBasicWrltingsfroｍ

ＢｅｉｎｇａｎｄＴｉｍｅ（1927)ｔｏＴｈｅＴａｓｋｏｆＴｈｉｎｋ・
ｉｎｇ（1964)，Edited，withgeneraIintroduction
andintroductiontoeachselectionbyDavid

FarrellKrelLNewYork:Harper＆ROW,

Publishers，1977,Ｖ111．BuildingDwelling

Thinking、

3）西田幾多郎はプラークシスとポイエーシスに注目
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